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～布施民商のなんでも相談～





●経営対策部会


第1・3月曜日　午後7時半


どなたでもご参加下さい





●弁護士による無料法律相談


第1・3水曜日　午後6時半


第2水曜日 　　午後3時


　※要電話予約





●なんでも相談会


毎週火曜日　午後2時・7時











＠どんなことでもあったか相談＠


布施民主商工会


東大阪市高井田元町1-12-24


電話：06-6783-2701











　「いらず」、「とばし」、「レス」


　つづいて、井内氏は、トヨタを例に取り、飽くなき利益追求のために新たなコストダウンの手法として「いらず、とばし、レス」について詳しく説明。


　これは、下請け業者の全ての作業工程の内の「この行程はいらない」「この行程はとばす」「この行程は省く(レス)」という新生産工程のことで、トヨタのコストダウンに貢献できる下請け業者だけが生き残れるというすさまじい合理化方式のことです。


　この方式を可能にしたのが先進的金型＋先進的プレスの組み合わせで、この方式では、｢切削いらず｣｢行程とばし｣｢磨きレス｣が可能になるというのです。


　この方式を取り入れた実際にある下請け業者は、この新生産工程の完成によってコストを５分の１に削減させ、従来の生産性を５倍に引き上げたとのこと。


　


　ＨＩＴ・民商の出番


　　では、切削業者が多い東大阪のものづくりはどうなるのかという質問が、講演後の質問コーナーで率直な声としてあがりました。井内氏は、「だからこそＨＩＴや民商が必要。各工程業者を結びつけるネットワーク化。その結節点での工夫が最も重要だ」と力説。
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網の目平和行進に元気よく参加！


　7月5日の土曜日、午前10時に約６０名が鴨高田神社に集まり、快晴の中一行、西コースの岩田公園を目指して元気に行進しながら汗をかきました。


　布施民商からは、芝高事務局次長・岩本事務局次長・小西事務局員の３人が参加。戦争反対・憲法９条守れの平和を願う気持ちをシュプレヒコールに込め、道行く人々にアピールしました。








～行事案内～


●7/16(水)


　婦人部役員会


南部出張所　19：00 ～





●7/22(火)～7/24(木)


　全国事務局員交流会


※3日間、閉館します。　


●7/28(月)


　経対部会


布施民商2F　19：30 ～


●8/2(土)


　反核･平和ビアパーティ


　18：00 ～ 21：00


　布施民商屋上ホール


●8/2(土)　戦争展


　市民会館、12時～17時


　8/3(日)　戦争展


　市民会館、10時～16時





























　東大阪金属加工グループＨＩＴ主催


　　　 〈経営対策セミナー〉


　　『ベトナムから見えるものづくり』


　７月５日(土)夕方６時３０分から、布施民商３階ホールでＨＩＴグループ主催の経営対策セミナーを開催しました。今回は、名城大学助教授井内尚樹氏を招いて「ベトナムから見える新しいものづくり」のテーマの講演で、中国を意識することが多い中、振袖の８割がベトナムで作られているなど、コストダウンのために、急速に日本企業のベトナム進出が目立っている。また、製造業でも、８０～９０％日本国内で加工し、バリ取り・検品など単純労働をベトナムの大量の労働力でまかなっている実態がリアルに報告されました。これからも日本の巨大企業のベトナム進出で、中国への進出の次に下請け業者としての構えが問われている。中国の次にはベトナムが、そしてベトナムの後には新たな国への進出が必至。このような動きと切り結ぶには中小下請け業者としてどうするのか、との問題提起がありました。


　





　納税者に負担を強いる『収支内訳書』


　　 返還行動のとりくみ


　７月４日［金］午後２時に、支部ごとに班会で集めた収支内訳書を返還するため、布施・東部両民商の各支部の代表が東大阪税務署に集まりました。布施民商の参加者は、小迫会長、佐藤税対部長、望月足荒西南支部長、福嶋布施北支部長、橋本布施北副支部長、馬場副会長と菰島事務局長、佐野担当事務局員が参加。集まった収支内訳書は４５４通でした。


　応対に出た総務課長に対し、近頃、大阪国税局管内で発生した｢北新地クラブ厚遇事件｣や｢格安ゴルフ事件｣、｢葛城署増収賄事件｣｢左京区還付金策詐取事件｣等に対する抗議及び原因究明・事実関係・再発防止策の公表するよう要望書を手渡し、収支内訳書の送付や税務調査を行う前にまず税務署員自身の襟を正すよう改めて申し入れました。また、今回の返還行動には東大阪税務署より不当な更正決定を受けた会員さんも参加し、本人の言い分を聞かずに更正決定を行った強権的姿勢に対し強く抗議を行いました。最初は、のらりくらりと逃げ回っていた総務課長も本人と参加者の激しい抗議に最後には、後日時間をとって話を聞くことを約束しました。


　参加した役員さんも｢こんな不況の中、身内に甘く業者に厳しい税務署の態度はおかしい」といった声が出ていました。今後も布施民商では、不当な税務調査・税務行政を許さないよう更なる納税者の権利の学習・運動を進めると共に、「納税者の権利憲章」制定を目指した運動を行っていきます。











































































































